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研究成果の概要 

 

本プロジェクトの目標である機械学習と記号推論の接続を実現するために、各グループが研究に

取り組みそれぞれの領域で成果を挙げるとともに、グループ間の連携を順調に進めている。まず杉

山がリーダーを務める機械学習グループでは、これまでに構築した解釈可能かつ安定なテンソル

分解を実現する技術であるテンソル多体近似の一般化、および理論解析を進めるとともに、記号

推論への展開を念頭においた機械学習技術の開発を進めた。特に、特徴空間の軸平行分割によ

る微分可能決定木アンサンブルに対して、学習能力の理論解析に成功した[1]。テンソル多体近似

の確率論理プログラミング言語 T-PRISM での実装については、小島がリーダーを務めるモデリン

ググループで進めており、GPU 実装による高速テンソル計算部分のライブラリ化とテンソル多体近

似の試行実装を完了した。井上がリーダーを務める記号推論グループでは、ベクトル空間におけ

る論理推論に関する研究を継続しており、画像入力データに対しその正解ラベルではなく、論理

規則・制約を用いて得られる解がラベルとして与えられるニューロシンボリック学習に適用し、開発

している微分可能な推論手法が有効であることを実証した[2]。また矛盾する知識やデータが存在

するような現実的な環境において、与えられた観測に対し適切な説明を推論する論理的枠組みを

提案した[3]。西野がリーダを務めるアルゴリズムグループでは、テンソル分解の一種であるテンソ

ルトレイン分解が、論理回路の代表的な表現方法である二分決定グラフを上回る論理回路の表現

能力をもつことを明らかにした[4]。 
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